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「ゼロ次予防戦略によるWell Active Community（WACo）の
デザイン・評価技術の創出と社会実装」

Well Active Community 共創コンソーシアムの取り組み



■千葉大学OPERAが目指す WACo ーゼロ次予防について（定義）

出所：千葉大学

• ゼロ次予防とは、疾患になる前の段階から行う予防の中でも、最も根本的な（原因の原因にあたる）環境面からアプ
ローチすることを指している（WHO)。

• 従来の「個人レベルのリスク行動要因を解明して早期発見・早期治療し、健康教育などを通じて行動変容を目指す予
防政策」が期待された成果を挙げていないことから、個人の意志だけではなく、個人が属する環境面から調節・整備
をすることで、個人が意識をしなくても自然と健康になれる仕組みを目指す。



WHOが提唱する、本人が意識的に努力をせずとも暮らしているだけで健康になれるゼロ次予防に

立脚し、環境を改善することで、健康（Well）で活動的（Active）な空間・地域（Community）

を実現するものである。ここでいう健康には、身体的健康に加え、心の健康や生きがい・幸福感な

どのWell-beingが含まれる。人々の生活のあらゆるシーンや、暮らす環境である建物、地域などの

環境において、ゼロ次予防の要素が組み込まれた状態を目指す。
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■千葉大学OPERAが目指す WACo（Well Active Community）とは



■ WACoのアプローチ

我々が目指す環境からのアプローチは、環境汚染や有害物質のようなリスクを低減するだけではな

く、心身の健康をより維持し増進できる（よりアクティブになれる）社会を目指す。

人を取り巻く多様な環境・サービスにゼロ次予防の要素が組み込まれることで、WACoが実現され

る。また、時間軸も考え、最も脆弱な胎児期から高齢期までの予防を対象とする。
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■WACoのシナリオ

あらゆる環境にゼロ次予防の要素が組み込まれた“ゼロ次予防産業”の創出を目指す

• 健康に影響を及ぼす要因は、普段の日常生活での食事・運動・休養のほか、建物、地域環境など多岐にわたる。

• 人を取り巻く多様な環境・サービスにゼロ次予防の要素が組み込まれることで、WACoが実現される。

• “ゼロ次予防”という新たな付加価値を組み込んだ環境・サービスが、ゼロ次予防産業として育成される。

社会課題 育成を目指す基幹産業

暮らしを取り巻く多様な環境・サービスから
“0次予防産業”を創出・育成する

栄養・運動・休養に加え、ソーシャルキャピタルや生活環境に着目

意識しなくても
自然とWell-Activeで
いられる環境づくり
（0次予防）が重要

✓官民において多様な疾病予防・健
康増進事業やサービスが提供され
ている。

✓生活者の7割は健康無関心または
関心があっても行動できない。

✓多くの人にとって、予防的取組や
その継続は難しい。

社会へのインパクト

データ蓄積・

エデンス構築

業界標準・

ガイドライン化

新技術・商品

開発

多様な産業が0次予防の
環境・サービスを提供することで、
多くの人が自然とWell-Activeに。

WACoコンソーシアムが実現したいこと
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■キーテクノロジー・研究開発課題

新たな価値の概要：

Well Active Communityの達成

✓暮らしているだけで健康・活動的になるコミュニティの創出

✓健康増進に寄与する空間・場のデザイン・開発手法の創出

✓身体活動や社会参加などアクティブなプログラムの提供

✓行動や健康と地域環境の評価・改良が循環

✓高齢期における就労機会の確保

キーテクノロジー1：

0次予防デザイン・実装技術

キーテクノロジー2：

0次予防データプラットフォーム

キーテクノロジー3：

指標開発・評価技術

社会実装を目指す新たな価値

ゼロ次予防戦略による
Well Active Communityの

デザイン・評価技術の創出と社会実装

テーマ５（評価領域）：

健康コミュニティの評価システムの構築

研究領域研究領域

テーマ２（建物・施設領域）：

施設類型に応じた健康空間のハード・ソフト開発

テーマ３（住宅領域）：

次世代に向けた健康住宅の開発

テーマ４（食環境領域）：

コミュニティに実装可能な食を中心とした
健康増進プログラムの開発

研究領域名称：

研究開発課題

テーマ１（地域・社会領域）：

健康コミュニティのデザイン手法の開発と実践

社会実装の技術・ノウハウ・設計支援ツール
を開発する

予防効果を評価できる技術や指標、測定環境
を開発する

ニーズ・シーズの発掘や比較評価が可能な
データ基盤を構築する

WACo実現に向けた課題

目指す姿

人を取り巻く多様な環境・サービスに
ゼロ次予防の要素を組み込む

実現に向けたフェーズごとのハードル

各ハードルを乗り越えるための
キーテク設定

因子解明
ゼロ次予防に資する要素が
分からない

開発
ゼロ次予防に資する要素を
商品化できない、
実装できない

普及
認知や価格等の問題があり、
世の中に広げることができ
ない



■ OPERA期間の主要な成果
テーマ１（地域・社会領域）：健康コミュニティのデザイン手法の開発と実践
• 健康コミュニティのデザインツール開発
• 健康コミュニティの実装（柏の葉,吹田SST,リソルの森）と計画（西千葉開発）

テーマ２（建物・施設領域）：施設類型に応じた健康空間のハード・ソフト開発
• 健康オフィスのデザインツール開発
• 健康空間・施設の実装（竹中工務店オフィス,イオンモールウォーキング）

テーマ３（住宅領域）：次世代に向けた健康住宅の開発
• 空気配慮仕様の開発•アップデート
• 空気配慮仕様の実証実験棟建設および効果評価論文
• 疫学調査用環境センサの開発＿特許出願(2023-134715)

テーマ４（食環境領域）：コミュニティに実装可能な食を中心とした健康増進プログラムの開発
• 新規出生コホートの開始（参加妊婦 559名）
• 小児肥満のバイオマーカー及び胎児期曝露のインディケーター
J Diabetes Investig. 13(10):1740-1744, 2022, Chemosphere 2022 doi: 10.1016/j.chemosphere.2022.134560

• ネオニコチノイド系農薬分析法の確立
• 関節痛に対するコンドロイチン硫酸プロテオグリカンの品質と作用機序

日本食品化学会誌；28: 9-15 (2021) doi.org/10.18891/jjfcs.28.1_9); 29, 104-113 (2022) doi.org/10.18891/jjfcs.29.2_104

テーマ５（評価領域）：健康コミュニティの評価システムの構築
• 「要支援・要介護リスク評価尺度」の開発。成果連動型民間委託契約方式（PFS）実施自治体で採用。
• グリスロ（ヤマハ発動機）や健康支援型「道の駅」（パシコン）など複数の効果評価論文

熊澤大輔, 田村元樹, 井手一茂, 中込敦士, 近藤克則．「健康支援型」道の駅の利用と主観的健康感：3時点パネルデータを用いた縦断研究 ．日本公衆衛生
雑誌．70(10); 699-707, 2023.
田村元樹, 井手一茂, 花里真道, 中込敦士, 竹内寛貴, 塩谷竜之介, 阿部紀之, 王鶴群, 近藤克則. 地域在住高齢者におけるグリーンスローモビリティ導入によ
る外出,社会的行動,ポジティブ感情を感じる機会の主観的変化:事業データを用いた横断研究 .老年社会科学. 45(3) ; 225-238, 2023.

小児肥満を予測する臍帯血マイクロRNAの探索

低 高

小児肥満リスク

低 高
低 高



■ OPERA期間の主要な成果

プロトタイプ ３件
•オフグリッド可搬空間『EcoCabin』
•健康に配慮した家庭用エアコン
•環境センサシステム

実用化 ２件
•健築コンセプティングツール まちづくり版
•WACoタウンアプリ

事業化 ５件
•滞在型ウェルネスプラン ハーブガーデンセラピー
•健康まちづくりコード
•ウェルネストラック inイオンモール土岐
•ウェルネストラック inイオンモール豊川
•TOKIWALK（ウェルネストラック in常盤平団地）

特許出願 １件
•環境センサシステム（特願2023-134715）

社会実装実績

研究発表実績

掲載済み論文 168件（うち査読論文158件）
•基礎研究 167件(159件)
•応用研究（プロトタイプ・サービス等の評価） 11件(9件)

発表 168件 プレス発表 108件
•口頭発表 182件
•ポスター発表 72件
•招待講演 10件
•その他 5件

受賞 25件
•トラベルアワード,日本DOHaD学会,鶴岡裕太, 2021
•最優秀口演賞受賞,第79回日本公衆衛生学会総会,宮國康弘他, 2020
•ポスター賞受賞,第79回日本公衆衛生学会総会,西田恵他,千葉大学, 2020
•第54回日本サインデザイン賞, (公財)日本サインデザイン協会,田島翔太他, 2020
•ちばぎん研究開発助成制度2020, (株)千葉銀行,田島翔太, 2020
•ちばぎん・はまぎん学生ビジコン2020,千葉銀行・横浜銀行,阪田和佳子他, 2021
•日本農業新聞賞,日本農業新聞,近藤克則, 2021
•双葉電子記念財団賞受賞, 千葉大学学術研究・イノベーション推進機構, 田島翔太,
2022
•日本経済新聞社賞, (公財)都市緑化機構, (株)竹中工務店／ (株)パーク・コーポレー
ション／千葉大学／ (株)朝日興産, 2022
•島津製作所論文賞,日本食品化学学会,戸井田敏彦, 2022
•Gold Award, The Cosmetic and Beauty International Conference 2022, 戸井田敏
彦, 2022
•優秀研究報告賞,日本社会関係学会,井手一茂, 2023
•優秀研究報告賞,日本社会関係学会,熊澤大輔, 2023
•優秀研究報告賞,日本社会関係学会,阿部紀之, 2023
•優秀研究報告賞,日本社会関係学会,竹内寛貴, 2023
•功労賞,日本疫学会,近藤克則, 2023
•千葉市大学市長賞,千葉市,河口謙二郎, 2023
•千葉大学大学院医学薬学府長表彰,千葉大学,河口謙二郎, 2023
•千葉大学大学院医学薬学府長表彰,千葉大学,竹内寛貴, 2023
•千葉大学学長表彰,千葉大学,竹内寛貴, 2023
•奨励賞,第64回日本社会医学会総会, LINGLING, 2023
•中山賞 大賞, (公財)中山人間科学振興財団,近藤克則, 2023
•中山賞 褒章, (公財)中山人間科学振興財団,中込敦士, 2023
•SDGｓ岩佐賞, (公財)岩佐教育文化財団,塩谷竜之介, 2023
•研究奨励賞,月刊地域医学,塩谷竜之介, 2023



■ WACo共創コンソーシアム体制図

課題の
進捗状況報告

共創会議
(月１回開催）

共創研究会
(月１回開催）

関連テーマ議論
（外部講師）

審議・報告等

中山 俊憲

コアメンバー会議メンバー ＋ コンソーシアム参画機関

各課題・
個別知財相談

事務局

研究戦略部門

知財戦略部門

学術研究・イノベーション
推進機構（IMO)

課題連携支援 運営・事務支援

領域統括 学長

各種検討

領域全体マネジメント

副領域統括 （医学領域）
予防医学センター 教授

（工学領域）
予防医学センター 准教授

運営事務担当

マネジメントレビュー

• 領域統括
• 課題代表者
• 事務局
• コンサルティング

コアメンバー
会議

(月2回開催）

報告

テーマ１

テーマ２

テーマ３

テーマ４

テーマ５

テーマ１・２代表
予防医学センター 准教授

課題代表者

課題別開発マネジメント

課題間連携
ワーキング
（随時）

課題の
進捗状況報告

個別定例

シナリオ検討

全体進捗管理

知財インプット

知財戦略検討

社会デザインへの
提言検討

コンソーシアム運営

教育・人材育成

機構長・理事

藤江 幸一

コンソ検討推進WG
(月１回開催）

OPERA終了後のコンソ
あり方を検討

• 株式会社竹中工務店
• 積水ハウス株式会社
• 富士通ゼネラル研究所株式会社
• リソル総合研究所株式会社
• イオン株式会社
• 日本電気株式会社
• 株式会社山田養蜂場
• パシフィックコンサルタンツ株式会社
• 株式会社NTTドコモ

• 株式会社ミライノラボ
• トーテックアメニティ株式会社
• ネスレ日本株式会社
• 株式会社ジャパンヘルスケア
• 株式会社ニップン
• 日本薬品株式会社
• イオンタウン株式会社
• 株式会社ダスキン
• アミタホールディングス株式会社

• イオンモール株式会社
• 三井不動産株式会社
• ヤマハ発動機株式会社
• 野村不動産株式会社

• 岩渕薬品株式会社
• エーテンラボ株式会社
• リアルワールドゲームス株式会社
• 株式会社日建ハウジングシステム

指示・
サジェスチョン

報告

花里真道

テーマ３代表
予防医学センター 准教授 鈴木規道

テーマ４代表
予防医学センター 教授

櫻井健一

テーマ５代表
予防医学センター 教授

近藤克則

森千里

花里真道

櫻井健一

コンサルティング

指示・
サジェスチョン

千葉大学大学院
医学研究院 環境生命医学 教授・
予防医学センター センター長

2023年度4月時点



■ FSフェーズ プラットフォームの形成

FSフェーズ：
➢ コンソーシアムの今後の多様な展開を図るため、異業種（建設、機械、サービス、小売、情報通

信）コア企業６社体制（竹中工務店、積水ハウス、富士通ゼネラル研究所、リソル総合研究所、イ
オン、日本電気）より開始

コンソーシアム強化：

➢ 参画企業や本学研究者の横の連携を密にするため、全参画者を集めて
の共創会議開催（FS期：共創会議5回、ワークショップ形式会議2回）

➢ 個別の研究開発課題代表者とのヒアリングを経て、シナリオ・社会価
値検討ワーキング会議の開催

キックオフシンポジウム（2018年12月）125名参加

イノベーション・ジャパン2019出展

本格フェーズへの移行に向けた体制準備

企業リクルート：

➢ コア企業の関連企業やヘルステックベンチャーへのプロモーションを
推進し、コンソーシアムの拡大を図る

➢ FSから本格実施フェーズに移行する過程において、新たな参画企業に
むけたプロモーションを本格化

➢ キックオフシンポジウム開催、イノベーション・ジャパン出展、ウェ
ブサイト公開、パンフレット作成など



■コンソーシアム整備状況

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

本格期

企業 25社
竹中工務店
積水ハウス
富士通ゼネラル研究所
リソル総合研究所
イオン
日本電気
山田養蜂場
お茶の水健康長寿クリニック
グレイス
ミライノラボ
パシフィックコンサルタンツ
NTTドコモ
トーテックアメニティ
ネスレ日本
ニップン
サンスター技研
日本薬品
ジャパンヘルスケア
イオンタウン
ダスキン
アミタホールディングス
イオンモール
三井不動産
ヤマハ発動機
野村不動産

研究機関 ６機関
千葉大学
東京大学
台湾大學
国立長寿医療研究センター
都市再生機構
京都大学

自治体 ４自治体
長柄町・松戸市・柏市・船橋市

企業 23社
竹中工務店
積水ハウス
富士通ゼネラル研究所
リソル総合研究所
イオン
日本電気
山田養蜂場
ミライノラボ
パシフィックコンサルタンツ
NTTドコモ
トーテックアメニティ
ネスレ日本
ニップン
サンスター技研
日本薬品
ジャパンヘルスケア
イオンタウン
ダスキン
アミタホールディングス
イオンモール
三井不動産
ヤマハ発動機
野村不動産

研究機関 ５機関
千葉大学
東京大学
台湾大學
国立長寿医療研究センター
京都大学

自治体 ４自治体
長柄町・松戸市・柏市・船橋市

企業 21社
竹中工務店
積水ハウス
富士通ゼネラル研究所
リソル総合研究所
イオン
日本電気
山田養蜂場
お茶の水健康長寿クリニック
グレイス
ミライノラボ
パシフィックコンサルタンツ
NTTドコモ
トーテックアメニティ
ネスレ日本
ニップン
サンスター技研
日本薬品
ジャパンヘルスケア
イオンタウン
ダスキン
アミタホールディングス

研究機関 ５機関
千葉大学
東京大学
台湾大學
国立長寿医療研究センター
都市再生機構

自治体 ４自治体
長柄町・松戸市・柏市・船橋市

企業 ９社
竹中工務店
積水ハウス
富士通ゼネラル研究所
リソル総合研究所
イオン
日本電気
山田養蜂場
お茶の水健康長寿クリニック
グレイス

研究機関 ４機関
千葉大学
東京大学
台湾大學
国立長寿医療研究センター

自治体 ４自治体
長柄町・松戸市・柏市・船橋市

企業 ６社
竹中工務店
積水ハウス
富士通ゼネラル研究所
リソル総合研究所
イオン
日本電気

研究機関 ４機関
千葉大学
東京大学
台湾大學
国立長寿医療研究センター

自治体 ４自治体
長柄町・松戸市・柏市・船橋市

企業 26社
竹中工務店
積水ハウス
富士通ゼネラル研究所
リソル総合研究所
イオン
日本電気
山田養蜂場
ミライノラボ
パシフィックコンサルタンツ
NTTドコモ
トーテックアメニティ
ネスレ日本
ニップン
日本薬品
ジャパンヘルスケア
イオンタウン
ダスキン
アミタホールディングス
イオンモール
三井不動産
ヤマハ発動機
野村不動産
岩渕薬品
日建ハウジングシステム
エーテンラボ
リアルワールドゲームス

研究機関 ６機関
千葉大学
東京大学
台湾大學
国立長寿医療研究センター
京都大学
日本福祉大学

自治体 ３自治体
長柄町・松戸市・柏市

FS期

・本格フェーズに参加機関は大幅に増加。最終年度にも４社の新規参加があった。
・2021～2023年度にかけては、マッチングファンドの上限額以上の民間資金を受け入れた。



■コンソーシアムの活動状況

• キックオフシンポジウム, 2018年12月開催,参加者数 125名

• 鷗外が目指した健康まちづくりと千葉大学OPERAの「ゼロ次予防」 ,

2022年12月開催,参加者数174名（会場23名／オンライン151名）

• WACoコンソーシアムが目指すゼロ次予防に基づく

自然に健康になれる環境・まちづくり,

2023年8月開催,参加者数372名（会場87名／オンライン285名）

■千葉大学主催OPERAシンポジウム

• イノベーション・ジャパン2019, 2019年8月,東京

• イノベーション・ジャパン2022, 2022年10月,オンライン

• 健康まちづくりEXPO2023 , 2023年8月,大阪

• イノベーション・ジャパン2023, 2023年8月,東京

■千葉大学OPERA関連の出展

千葉大学主催OPERAシンポジウム2023 健康まちづくりEXPO

• 2018～2019年度５回開催（対面）＋ワークショップ形式会議２回

• 2020年度 計10回開催（Web会議形式へ移行）

• 2021年度 計12回開催（Web会議） 共創研究会の開始

• 2022年度 計11回開催（Web・対面併用）

• 2023年度 計８回開催 （Web・対面併用）

■WACo共創会議・共創研究会（企業・学内）

プロジェクト推進のためのコミュニケーション機会 コンソーシアムへの新規参画を促すプロモーション活動

• 原則 ２回/月の開催

（2021年度 22回／2022年度 22回開催 ／2023年度 15回開催 ）

■WACoコアメンバー会議（学内）



内閣府 「国立大学イノベーション創出環境強化事業」の新たな産官学連携推進拠点 … 学術研究・イノベーション推進機構(IMO)  (令和2年4月設立) 

予防医学センターWACo教員

IMO（知財・産学連携専門メンバー）

プロジェクト終了後の継続的な発展に向けた取組

“WACoコンソーシアム”がめざすプラットフォーム像

■大学のマネジメント改革(WACoコンソーシアムOPERA事業)

エフォート100％IMO職員

民間企業等からの外部資金の大幅獲得とその外部資金から創出される間接的な新財源(戦略的産学連携経費等)の一部を基盤研究(基礎研究・若手研究等)の支援に充当

→ 次世代に向けた新たなシーズの育成の推進 → 新シーズが目的型(応用型)研究へ発展 → 新たな資金を呼び込む自立的「イノベーション・エコシステム」を実現

・企業との契約交渉、知財管理、シーズ発掘を含むマネジメント機能強化

・知財合意書策定

・プロジェクト終了後の体制・活動内容の具体化・持続的な運営を目指す

・多岐にわたる(社会実装～データ取得開始)ステージの支援体制整備、研究計画策定、契約交渉等を研究者とURAとで協働

・コンソーシアム推進ワーキンググループを設立、ビジョン・事業・組織体制・運営資金獲得等を検討し、新法人設立を目指す(令和6年)

「知財合意書」制定 (OPERA成果取扱いルール)



終了後のコンソーシアムの継続、発展に向け、コンソーシアム法人化の準備をすすめている

■ OPERA後のコンソーシアム体制

意義

➢ WACoには生活の様々なフィールド（あらゆる業種・業態）が関わるため、１事業者では、その全容を描けない。

➢ コンソーシアム参加主体が、それぞれの強みを活かし、WACoのひとつひとつのピースを埋めていくことで、まち・コ

ミュニティとしてのWACoを社会に提示しうるという考えから、コンソーシアムを形成する意義がある。

WACoコンソーシアム検討推進ワーキング設立
➢ 2022年度より11回開催（2024年2月時点）

➢ 参加メンバー：OPERA研究者、参画機関有志、コンサルティング会社

➢ 検討：参画機関ニーズ、コンソーシアムのミッション、目的、意義、目標、機能、体制、各種制度・他大学コンソーシア

ムの調査

新WACoコンソーシアムのミッション

➢ 個別の研究開発課題代表者とのヒアリングを経て、シナリオ・社会価値検討ワーキング会議の開催ゼロ次予防に立脚し、

自然に健康になれるまちを、“Well（健康的）でActive（活動的）なCommunity（WACo）”とし、WACoが供える価値の

普及とWACoづくりを推進する。

➢ 環境を改善することで、健康で活動的な空間・地域の「WACo」を目指す。



■新WACoコンソーシアムの機能（案）

カテゴリ 項目 内容

０．共同研究 個別共同研究 企業から依頼を受けた事案について研究担当者を任命し、共同研究を推進

１．開発支援

学術指導 個別事案について指導担当者を任命して推進

★アイデア構築WG ワーキンググループ内でアイデア構築を推進

勉強会（内部・外部講師） WACoの理解を深化・発展させるための勉強会を定期的に開催する

★企業間マッチング 連携シートを活用して企業間マッチングを推進

★研究機関とのマッチング 連携シートを活用して研究機関等とのマッチングを推進

２．データベース ★データカタログ整理・公開

情報を整理・カタログ化し、ウェブにて公開
・WACoで扱う調査・データの概要
・評価事例集(プレスリリース・論文リスト)
・企業実施のプロジェクト・大学が実施する研究プロジェクト

３．基準づくり
★WACo認証

WACoを促進する対象（サービス・プロジェクト）を評価・認定する仕組み
を構築・運用

★WACoアワード WACoを促進する対象を表彰するイベント

４．普及

HP運営 WACoサイトの情報掲載・削除、管理

★情報コンテンツ発信 発信情報を整理しウェブ化、ML配信

シンポジウム開催 普及・広報シンポジウムの開催

見本市出展 普及・広報のためのイベント参加

★パートナー制度 理念に賛同するパートナーを組織化

★は、新コンソの新しい試み

・WACoコンソーシアムの価値普及とWACoづくり推進
・基盤技術の研究開発 競争領域、非競争領域共同研究
・参画機関交流・ワーキング 各種ワーキンググループ活動



千葉大学
・予防医学センター

医学部、工学部(建築)

・医学研究院

・工学研究院

・園芸学研究院

・国際学術研究院

・文学部

・法政経学部

(人文学、社会学)

・看護学部

・教育学部

・薬学部

・理学部

・学術研究・イノベーション

推進機構(IMO)

基本合意書（千葉大学と法人間）

• 千葉大学表示の取扱：WACoコンソ活動の成果
公表の千葉大学表記について

• 知的財産の取扱
• 大学設備等利用の取扱： WACo研究活動によ
る大学設備・装置使用について

• 秘密保持・・・WACo活動の秘密情報取り扱い
について

■ WACoコンソーシアム新法人体制（案）

会員（参画機関）

法 人
（非営利型一般社団法人）

「新WACoコンソーシアム」設立

• 大学規制の無い組織づくりと円滑•迅速な業務遂行
• 設立時は、小規模・シンプル体制で開始。
• 運営・事務部門については、設立当初は外注を予定
(最小限・勤務日限定スタッフ)。

事務部門
・総務、経理処理等

理事会
(大学及び企業代表者)

運営部門
・WACo情報提供(HP作成等)
・WACo入会手続(会費制)
・諸会議設定等

参
画
機
関
に
対
す
る
法
人
内
規
定
・
規
則
の
遵
守

千葉大学

企業

個人

自治体

他大学

研究機関

法人内規定
• 参画機関内規定・規則
• 参加費用と活動内容と運営経費の透明化
• 秘密情報取り扱い
• WACo活動の外部への情報提供(HP、展示
会、学会・研究会)

• 知財権発生時の出願取り扱い 等

連携

より多様な参加者を募りエビデンスと実証実験に基づく
オープンイノベーションによる健康まちづくりを推進



■ OPERA後のロードマップ
実装技術・サービス開発 解析・評価実装・データ収集

領域 10年間5年間

新WACo

コンソ

テーマ１

[地域]

テーマ５

[地域]

テーマ４

[食環境]

新コンソ法人
設立準備

法人設立・運営

コンソ会員・外部資金の獲得

WACo認定・認証制度準備 WACo認定・認証制度運用 WACo認定・認証制度運用

デザインツールのバージョンアップ

西千葉・稲毛PJの順次完成
評価の実装（課題11と連携）

国内他地域でのデザインツールの活用

評価の実装（課題11と連携）

他指標やガイドライン等とのベンチマーク 多様な開発種別に対応できるデザインツール開発

リビングラボ整備

西千葉well-beingリサーチパーク準備研究 産学連携実証研究実施

新規企業のロジックモデル・評価デザイン
新規企業の共同研究事例のエビデンス創出

多様な企業・サービスにおけるエビデンス創出サイクル確立既存・新規企業との共同研究事例の蓄積

PFS案件の普及

空調方式も含めた冷暖房機器開発

子供のアレルギーに影響する食品の探索 子供のアレルギーを減らすための食品開発

小児疾患のバイオマーカー探索・胎児期曝露のインディケーター探索

ゼロ次予防データプラットフォーム拡充
ゼロ次予防データプラットフォームの社会実装

多様な開発種別や施設種別に対応できるデザインツール開発

ツールを活用したデザイン案件の拡充

腸管免疫系を標的とした食品の機能性評
価法の確立と実装（研究レベル） 加齢に伴う運動機能低下を補うための機能性食品の開発

PFSによる社会実装

WACoエビデンス

創出のためのデータ基盤

デザインツールの活用

西千葉well-beingリサーチパーク研究

多様な施設種別に対応した

デザインツール開発

「健康掃育モデル」の開発・普及

子どもの健康に寄与する食品の提供 環境化学物質胎児期曝露の減少

健康・well beingを達成する

空調設備

シックハウス症候群対応住宅

ゼロ次予防住環境

データプラットフォーム

コホートデータバンクの拡充(成長に伴うデータの付加) コホートデータの活用

胎児期曝露による小児疾患リスクの
同定

コホートデータのバンク化の確立

小児期肥満•アレルギーのバイオマーカー探索

テーマ２

[施設]

開発指標を用いたWACoづくり評価・PFS案件の組成

西千葉・稲毛PJの順次完成商業施設が有する健康増進ポテンシャルの整理

商業施設の健康プログラムの展開

健康オフィスのデザインと評価

テーマ３

[住宅]

住宅メーカーによる空気配慮仕様の社会実装

シックハウス対応コンサルティング社会実装

空調方式も含めた冷暖房設備プロトタイプ開発実験室・シミュレーションによる開発

子どもが健やかに成長・発達できる環境づくり

自然に健康になれるまちづくり

いきいきと働ける環境づくり

自然に健康になれる住まいづくり

健康オフィス



■ 2024年度以降も、WACoの研究や実装を推進します

“自然に健康になる街”で人生は変わる。さらに豊かに、さらに楽しく

コンソメンバー一丸となって活用できる宣言を制定するなどのアイデア



WACoコンソーシアム、産学連携にご関心がある皆さま
詳しくはこちらまでお問い合わせください

千葉大学学術研究・イノベーション推進機構（IMO）
E-mail: opera-waco@chiba-u.jp

「千葉大学 WACo」で検索ください
https://opera.cpms.chiba-u.jp/

WACoサイトQR
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